
自家用車で避難できない住民の数及び各集合場所への配車順路

① 牡鹿中学校
おしか

：一時集合場所10箇所

おしか

PAZ境界線

準PAZ境界線

PAZ

④ 新山振興会集会所
にいやま

⑦ 小網倉清水田集会所
こあみくら しみずだ

⑥ 大原小学校
おおはら

② 鮎川小学校
あゆかわ

③ 十八成自治集会所
くぐなり

⑤ 給分浜集会所
きゅうぶんはま

⑧ 鹿立浜集会所
すだちはま⑨ 狐崎漁村ｾﾝﾀｰ

きつねざき

⑩ 東浜小学校
ひがしはま 石巻市

いしのまきし

各集合場所への配車順路 人数 ﾊﾞｽ
必要台数

ﾙｰﾄ1
(中型･小型

ﾊﾞｽ）
①牡鹿中学校⇒②鮎川小学校⇒③十八成自治集会所 294人 12台

ﾙｰﾄ2
(中型･小型

ﾊﾞｽ）
④新山振興会集会所 19人 1台

ﾙｰﾄ3
(中型･小型

ﾊﾞｽ）

⑤給分浜集会所⇒⑥大原小学校⇒⑦小網倉清水田
集会所

195人 8台

ﾙｰﾄ４
(中型･小型

ﾊﾞｽ）
⑧鹿立浜集会所⇒⑨狐崎漁村ｾﾝﾀｰ⇒⑩東浜小学校 79人 4台

合 計 587人 25台

ﾙｰﾄ2
ﾙｰﾄ3

ﾙｰﾄ4

ﾙｰﾄ1

おしか あゆかわ くぐなり

にいやま

きゅうぶんはま おおはら こあみくら しみずだ

すだちはま きつねざき ひがしはま

 石巻市によるｱﾝｹｰﾄ調査の結果、自家用車で避難できない住民は587人。
 自家用車で避難できない住民は、徒歩等で各一時集合場所に集まり、宮城県又は石巻市が配車し

た車両で、避難先である大崎市へ避難。

いしのまきし

いしのまきし

おおさきし
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準PAZ内（牡鹿半島）から避難先までの主な経路

 地域毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等によりその避難経路が使用できない場合は、他の経路により
避難を実施。

PAZ

いしのまきし

石巻市
対象住民：1,816人

避難先：大崎市
(60施設の中から状況に

応じて割当て)

おおさきし

：第一経路（例）
：第二経路（例）
：避難先市町村所在地

【凡例】

UPZ

おしか

【第一経路（例）】
県道2号→国道398号→
国道108号

2

398

108

《避難経路の考え方》
・円滑な避難のため、可能な範囲で地域毎に分散して経路を設定
・住民が覚えやすく実行しやすい避難誘導計画となるよう、基本

となる単一の避難経路をあらかじめ設定
・自然災害等により、道路の遮断や障害物による道路幅の減少等

が想定又は確認できるときは、各道路管理者と協力し、代替避
難路を速やかに確保。その上で、あらかじめ定めた避難計画に
かかわらず、代替となる安全な避難経路において避難

荻浜地区
おぎのはま

牡鹿地区
おしか

32

19

346

16

192

【第二経路（例）】
県道2号→国道398号→県道192号→
国道108号→県道16号→国道346号→
県道19号→県道32号
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